
自治省渕琲躙儡欲欲蜃躙蝠蒻鼈輻聰靱躙輻躙輻躙輻鑽琲
Fパトロール

「新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自
治
を
確
立
し
た
い
」

危
険
物
災
害
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
情
報
網
を
整
備
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「地
方
自
治
法
が
施
行
さ
れ
て
五

〇
年
と
い
う
意
義
深
い
年
に
就
任
し
、

責
任
を
痛
感
し
て
い
る
」
と
、
初
入

閣
の
率
直
な
感
想
を
語
る
。

宮
崎
県
選
出
。
自
ら
を

「根

っ
か

ら
の
農
民
」
と
自
負
す
る
だ
け
あ
っ

て
、
地
方
、
特
に
農
山
村

へ
の
思
い

は
強
い
。

「地
方
の
時
代
と
い
わ
れ
て
久
し

い
が
、
中
央
は
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ

が
集
ま
り
、
熱
気
で
む
せ
い
で
い
る

の
に
対
し
、
地
方
は
血
液
の
送
り
が

悪
く
、
手
足
は
冷
え
冷
え
し
て
い
る
。

い
い
状
況
と
は
と
て
も
言
え
な
い
」

と
過
疎
、
過
密
に
歯
止
め
が
掛
か
っ

て
い
な
い
現
状
を
指
摘
。
地
方
が
果

た
し
て
い
る
多
面
的
な
機
能
と
役
割

を
強
調
し

「二

一
世
紀
に
向
か
っ
て
、

地
方
の
展
望
が
開
か
れ
る
よ
う
全
力

を
挙
げ
て
取
り
組
み
た
い
」
と
抱
負

を
語
る
。

当
面
の
課
題
と
し
て
①
行
財
政
改

革
の
推
進
②
地
方
分
権
の
推
進
③
地

方
行
政
体
制
の
整
備
―
―
の
二
つ
を

挙
げ
る
。

政
府
の
地
方
分
権
委
員
会
は
先
ご

ろ
、
第
四
次
勧
告
を
橋
本
龍
太
郎
首

相
に
提
出
、
勧
告
づ
く
り
を

一
応
終

え
た
。
こ
れ
を
受
け
、
自
治
省
は
年

内
に
機
関
委
任
事
務
制
度
廃
止
後
の

事
務
の
あ
り
方
を
示
す
大
綱
を
作
成

す
る
。
ま
た
、
行
政

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、

高
齢
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う

市
町
村
合
併
の
推
進
策
を
本
年
度
中

に
ま
と
め
る
予
定
で
、
新
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
地
方
自
治
の
確
立
に
強
い

決
意
で
臨
ん
で
い
る
。

来
年
度
の
重
点
施
策
と
し
て
、
危

険
物
災
害
等
情
報
支
援
シ
ス
テ
ム
の

整
備
を
挙
げ
る
。

「科
学
技
術
の
進
歩
に
伴
い
、
化

学
物
質
が
大
量
に
流
出
し
て
い
る
。

個
々
の
物
質
に
よ

っ
て
発
火
性
が
あ

る
も
の
、
毒
性
が
強
い
も
の
な
ど
が

あ
り
、
対
応
が
難
し
く
な

っ
て
い

る
」
と
話
す
。

一
九
九
二
年
に
は
、
大
阪
府
で
二

酸
化
セ
レ
ン
を
乾
燥
す
る
設
備
が
異

常
加
熱
し
、
二
酸
化
セ
レ
ン
ガ
ス
が

発
生
、
毒
性
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
消

防
活
動
を
行
い
、
消
防
隊
員

一
九
人

が
負
傷
。
今
年
八
月
に
は
、
静
岡
県

の
東
名
高
速
道
路

で
タ
ン
ク

ロ
ー

リ
ー
が
横
転
、
亀
裂
が
生
じ
、
脂
肪

酸
ク
ロ
ラ
イ
ド
が
漏
出
し
た
。
そ
の

結
果
、
水
と
反
応
し
て
塩
化
水
素
ガ

ス
が
発
生
し
た
た
め
、　
一
五
時
間
に

わ
た

っ
て
通
行
止
め
に
な
る
な
ど
、

消
防
活
動
に
支
障
を
来
す
ケ
ー
ス
が

出
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
来
年
度
中
を
め
ど
に

約
五
千
物
質
の
有
毒
性
や
爆
発
性
な

ど
に

つ
い
て
消
防
庁
内
に
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
設
置
。
危
険
物
の
名
称
が

特
定
で
き
る
場
合
を
は
じ
め
、
に
お

い
や
色
、
化
学
式
の

一
部
で
も
二
四

時
間
、
パ
ソ
コ
ン
で
検
索
が
可
能
に

な
る
。
防
護
資
機
材
や
対
応
策
な
ど

必
要
な
情
報
に
つ
い
て
も
盛
り
込
む

予
定
だ
。

「
こ
れ
ま
で
は
二
〇
〇
物
質
に
つ

い
て
、
文
書
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ

っ

た
だ
け
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
、

災
害
時
に
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な

る
」
と
期
待
を
寄
せ
る
。
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